国語科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年１１月５日　第４校時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年１組　　　指導者　

◎目指す言語能力

目的に応じて中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正しく読むことができる。

　
Ⅰ　題材名　　アップとルーズで伝える　（材料の選び方を考えよう）
Ⅱ　題材の考察

（1） 題材観

　本題材は、学習指導要領第３学年・４学年の「読むこと」のｲ・目的に応じて中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正しく読むことを受けて設定したものである。

　４年生にもなると、特にテレビの映像を通して様々な情報を取り入れている。中には、テレビの流す情報が、そのまま真実だと思いこんでいる児童も多いと思われる。メディアを通じて私たちが受け取っている情報が、送り手の伝えたいことによって取捨選択されたものであることを児童に気づかせるとともに、周りにあふれている情報をうまく活用する能力を育てていきたい。

　本題材では、テレビや新聞などを通して私たちに届けられる映像や写真が、送り手の目的や意図によって取捨選択されたものであることを、基本的な映像の技法である「アップ」と「ルーズ」を通して考えさせていく。わかりやすい写真が資料として使われており、児童が文章と対比させ、視覚的な理解をしながら読み進めることで、内容がより具体的に理解できると考える。また、指示語や接続語、文末表現などに着目することで、段落の内容が分かりやすくなると思われる。以上のことから、本題材は、語句の意味の理解、段落の内容や段落の相互のつながりなど「読む力」を身につけることのできる題材であると考える。

「ポイントまとめ図」※１　　　平成18年度　校内研修6年「平和のとりでを築く」の実践参照
「ポイントまとめ図」とは、

字だけで書かれた説明文などを、見た人にわかりやすく表したものと考えている。社会のテスト勉強などで、ポイントをノートに整理して書いたものもそうだし、教師の板書もそれにあたる。そこには、キーワードをはじめ、矢印や実線、ふき出し、絵やイラストなどの図などがちりばめられる。パンフレットや広告ちらしなどすべてポイントまとめ図と言える。調べ学習などで作成する資料もこれに入ると考えている。
「ポイントまとめ図をこの教材に取り入れた理由」

①これをうまく書くにはセンスも必要だと思うが、訓練をすることである程度見栄えの良いものも書けるようになる。この書き方を学習する場は今まで少なかったように思う。調べ学習において、資料をそのまま写してしまう児童は多い。まとめ方などの指導がどこかで必要である。高学年になると、自主勉強やテスト勉強をさせる指導があるが、「何をしていいかわからない」、「ノートにどのようにまとめたらよいかわからない」という児童も多い。そこで、その練習もかねて説明文教材に「ポイントまとめ図」を用いることを考えた。
②国語の説明文教材の指導は、全体で読みの課題を決め、その解決のために「要点まとめ」「段落構成」「要旨まとめ」「自分の考えをまとめる」などのことを今まで行ってきた。そのスタイルは、教師主導であり、思ったように子ども達の主体的な読みへとつながっていかない気がしていた。もちろん、授業のうまい教師がやれば、児童も主体的になるだろうし、力もついていくだろう。しかし、私の場合はそういう風に行かなかった。児童はとりあえず真面目に聞いて考えているといった感じであった。
そこで、主体的な学習を促すために、説明文教材において、自分からまとめていく作業が必要であると考えた。今までのような書く枠が存在しているワークシートをまとめることということから、ワークシートそのものを作りあげていく作業をすることが、自分の個性も表現でき、主体的な活動となると考えている。その一つが「ポイントまとめ図」でる。ただし、４年生の段階で、すぐに作りあげるのは難しいので、指導計画第３時では、ポイントまとめ図の練習ワークシートを作成させ、そして、４時（本時）で、無地の用紙に思い思いに作成させた。
（2） 児童の実態　　　　　略
①［読むことへの関心・意欲・態度］

　　　　　　　　　　　　

②［読むこと］

③［言語活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）題材の系統

　　児童はこれまでに３年では「ありの行列」で段落について知り、まとまりに注意しながら読む学習をしてきた。４年の１学期では「かむことの力」で段落相互の関係を学習してきている。本題材で対比させながら段落関係をつかむことを学習し、さらに５年の「サクラソウとトラマルハナバチ」で、文章構成から趣旨をとらえることを目標とする学習へと発展していく。

Ⅲ　指導目標

　　対比・まとめなど、段落相互の関係に気をつけることで内容を把握しやすくなることを知り、理解して読むことができるようにする。

Ⅳ　評価規準

①「アップとルーズ」という伝え方の工夫があることを知り、写真と文章を対比して読もうとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）

②写真と照らし合わせて文章を読み、アップとルーズの特徴を正確に読み取っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（読むこと）

③段落の中心や段落のつながり方に気をつけて読み、まとまりとその役割を捕らえている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（言語事項）
Ⅴ　指導方針

・　教科書の写真を拡大して提示することにより、視覚的に「アップ」と「ルーズ」をとらえられるようにする。

・　長所と短所の見つけ方などをクラス全体で、話し合っていくことにより、読み取りを自力でできるようにする。

・　説明文における接続語や「分かります」「分かりません」といった対比の言葉の重要性を強調し、それを手がかりとして、文を読むことをする必要があることを理解させる。

· 写真と記述を対応して考えられるようにワークシートを作成し、段落の要点をとらえられるようにする。

· 最初のワークシート【№１】は、ポイントまとめ図作成の練習と位置づけ、ポイントのまとめ方を説明してから作成させる。

· 次のワークシート【№２】は、白紙を用い、自分の思い思いの表現をさせ、主体的な活動を促していく。（ポイントまとめ図の作成）

· ビデオを視聴し、テレビ放送されているものを実際に見ることによって、アップとルーズのそれぞれで伝えられること・伝えられないことを確認できるようにする。

· 文章全体を振り返り、段落相互のつながりを段落番号と小見出しから考えることで、段落構成を把握できるようにする。

Ⅵ　指導計画（全８時間計画　　本時はその第３時）

	
	主な学習活動
	時間
	評価項目（評価方法）

	つかむ
	・単元名とリード文を読み、学習の内容を知る。

・教材文を通読し、文章の内容を大きくつかむ。
	１
	 eq \o\ac(○,関)教材文を通読し、学習に意欲をもっている。　　　　　（観察・発言）

	
	・新出漢字の学習をする。
	１
	 eq \o\ac(○,言)新出漢字について理解する。　　　　　　（ノート）

	
	・意味調べをする。


	１
	 eq \o\ac(○,言)難語句を探し、辞書を用いて調べることができる。　　　　　（ノート）

	深める
	・写真の文章の関係に注意しながら、１、２、３段落を読む。

・１、２段落と３段落の関係をとらえる。

・ポイントまとめ図型ワークシートにまとめる。
	１


	 eq \o\ac(○,読)「アップ」と「ルーズ」の意味を理解している。　　　
（ワークシート【№１】）

	· 
	・写真と文章の関係に注意しながら４、５段落を読む。

・アップとルーズそれぞれの長所と短所を読み取る。
・ワークシート【№２】（ポイントまとめ図）にまとめる。
	１

本時

	 eq \o\ac(○,読)長所と短所にサイドラインを引くことができる。　　　　　　　（観察）

 eq \o\ac(○,読)アップとルーズそれぞれの長所・短所が述べられていることを読み取っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート【№２】・発表）

	· 
	・４、５段落と６段落の関係をとらえる。

・７、８段落を読み、筆者の伝えたいことをとらえる。
	１
	 eq \o\ac(○,読)アップとルーズが目的に応じて使い分けられていることを読み取っている。　（ワークシート【№２】・発表）　　　　

	まとめる
	・各段落ごとに小見出しをつける。

・段落のまとまりを考えて大見出しをつける。
・段落構成を図にまとめる。
	２
	 eq \o\ac(○,読)段落相互の関係を理解し、文章全体の構成をつかんでいる。　
（ノート）


Ⅶ　本時の学習　（本時は５／８）

１　ねらい

　　ポイントまとめ図を作成することを通して、第４、５段落のアップとルーズのそれぞれの長所・短所を読み取る。
２　準備・資料

　教師側：教科書　ワークシート【№２】　ＯＨＣ　野球を録画したビデオテープ　前時作成のワークシート拡大図
　児童側：教科書、ワークシート【№１】【№２】
３　本時の展開

	学習活動
	時間
	指導上の留意点・支援　　　　評価項目　

	○前時を振り返る

・前時作成のワークシート【№１】の拡大図を見て、アップとルーズの意味を確かめる。

○本時のめあてをつかむ



○教科書ｐ２０，２１の写真はどのような写し方か確かめる。

○写真と合う段落を見つける。

・教師の範読を文と写真を見比べながら聞く。
①第４段落について読み取る。
· アップで分かること（長所）とアップでは分からないこと（短所）にサイドラインを引き、確かめる。

· 接続語を□で囲む。

· 発表する。

②第５段落を読み取る。

· サイドラインを引く。
· 接続語を□で囲む。

· 発表する。
· ポイントまとめ図を作成する。


· ビデオを視聴する。

○次時の予告を聞く


	 ５

１０

１０

 ５
１０

５
	・前時作成の拡大図を提示し、ポイントまとめ図の良さとアップとルーズの意味を確認する。

・図にすることでわかりやすくなることを伝える。

・本時のめあてを、全員で読んで確認する

・それぞれの写真をＯＨＣで拡大して示し、アップとルーズの写し方に気付くようにする。

・教師がゆっくり範読し、第４段落にはアップ、第５段落にはルーズについて書いてあることと、写真と文が対応していることがつかめるようにする。
· アップの長所と短所の叙述にサイドラインを引くように指示する。


・長所と短所の間の接続語のはたらきに注目して、□で囲むようにし、長所と短所の書き方に気付くようにする。

・伝わること、分かることを正しく読み取るため、発表した事柄について、全員で話し合いによって確かめていく。

・長所と短所が見つからない児童には、「しかし」の前の「～よく分かります。」、後ろの「～分かりません。」の語尾に注目するように助言する。

・第４段落を参考にして各自で取り組むよう指示し、机間指導を行う。

・全員が発表できないことが予想されるため、同様に書けた児童を挙手させて同じ考えとして扱ったり、机間指導で一人一人のがんばりを認めたりする。
・以下のことをポイントしてまとめ図を作成させる。

※　教科書の写真

※　サイドラインを引いたところ

　　　※　□で囲んだ接続語

・前時間作成したまとめ図を参考資料にさせる。　　


・実際の映像での「アップ」と「ルーズ」の長所・短所が分かることを児童に言ように指示する。

・次の段落を読み進めることを告げる。


授業の視点


　　「ポイントまとめ図」※１を書く活動を取り入れたことは、主体的に学習に取り組み、内容を的確に読み取ることに有効であったか。



























































ポイントまとめ図を書き、アップとルーズはどんなちがいがあるか見つけよう

















アップとルーズそれぞれの長所と短所が述べられていることを読み取り、ポイントまとめ図に表現している。　　（まとめ図）





長所と短所にサイドラインを引くことができる。（観察）








